
H20授業改善推進プラン（第三中学校）

八王子市立第三中学校「平成２０年度授業改善推進プラン」

【八王子市教育委員会教育目標】
「あふれる元気」〈健康な心身・活力〉

「かがやく心」〈豊かな知性と感性・個性〉

「仲間とともに」〈協調性・社会性〉

「はばたけ未来へ」〈意欲・積極性〉
の育成に向けた教育を推進する。

［教　育　目　標］
 自ら考え正しく判断し行動できる人間性豊かな
 生徒を育てる。
・進んで学習する人    ・健康で明るい人
・思いやりのある人    ・責任を果たす人

１地域の実態
  校区のほとんどが閑静な住宅地である。三代続
けて本校に学ぶ家庭も多い。地域・家庭ともに学
校に協力的である。在校生の７割程度が第六小学
校から入学している。
２地域住民・保護者の期待や願い
　生徒には確かな学力の定着と規律ある生活態度
を身につけさせることを願っている。活発な部活
動への期待も高い。

 ３期待される生徒像
自ら学ぶ意欲を持ち、主体的に学習に取り組む心
身ともに健康な生徒

《本校の現状》（「八王子市学力定着度調査」「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果から分析できるこ
と）

・児童・生徒の学力向上を図るための調査の結果からは、昨年度、今年度ともに「表現する

　力」「問題を発見する力」及び「見通す力」の伸長が課題であることが分かった。

・全国学力調査の結果からは、国語においては「国語への関心・意欲・態度」「言語につい
　
　ての知識・理解・技能」の伸長と「言語事項」の定着が課題であることが分かった。ま

　た、数学については「数量関係」についての基礎的理解と「数学的な表現・処理」の定着

　課題であることが分かった。

《本年度本校における学力向上のための重点方針及び具体策》《本年度本校における学力向上のための重点方針》

１　基礎的・基本的事項の確実な定着を図る。
２　生徒に学ぶことの楽しさをあじわわせるとともに、自ら学ぶ意欲を引き出す。
３　各教科の授業において一層の授業改善を図る。

《学力向上の成果の検証及びその評価方法》

　・年間５回実施する定期考査を活用した成果の検証

　・年間３回の学校公開週間において授業公開し、保
　　護者による授業評価を行う。

《本年度の学力向上の具体策》（いつまでに、どの程度）
　１　基礎的・基本的な事項の確実な定着を図るために
　　・長期休業期間や定期考査前を利用して、全学年において補充教室を行う。
　　・定期考査の内容を見直し、基礎的・基本的な事項の確実な定着を促すものに
　　　改善する。
　　・総合的な学習の時間において発表の機会を多く設定し、表現力の伸長を図る。
　２　学ぶことの楽しさと意欲の向上のために
　　・年間を通じて、全学年において朝読書を行う。
　　・選択教科の授業におけるガイダンス機能の充実を図り、生徒の興味・関心に応
　　　じた授業の選択を支援する。
　３　各教科における一層の授業改善を図るために
　　・全教員に対し、学期ごと一回ずつの管理職による１単位時間の授業観察を行
　　　い、それぞれの授業改善のための視点を明確にする。
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教科等 教科等

国　語 美　術

社  会 技術・家庭

数　学 保健体育

理　科 外国語

音　楽
総合的
な学習
の時間

鑑賞の経験の少ない生徒が多
い。
多様な音楽を味わわせるとともに
基礎的・基本的事項の定着が課
題である。

多様な音楽を味わわせる鑑賞の機会の設
定。
個に応じた教材と指導の充実。学習方法の
わかりやすい説明と音楽に関する多様な経
験の充実。

現状と課題 改善策 現状と課題 改善策

学習習慣が身についていない生
徒が多い。基礎的・基本的な事
項の定着が課題である。

単元ごとの漢字テストの実施。定期的なノ－
ト点検の実施。漢検の機会の提供。学習イン
タ－ンシップを活用した補充学習の実施。年
間を通じた朝読書の実施。

（第１学年）　教科等の現状と課題及び授業の改善点　　

彫刻刀や水彩用具などの使い
方が定着していない生徒が多
い。表現力の伸長が課題であ
る。

目標を明確にした導入とまとめを工夫した
授業の実施。基礎的な用具の使用法の理
解と習熟による表現力の伸長。

視覚的に訴える資料の活用。ワ－クシ－トや
小テストの適切かつ有効な活用。

数学への関心・意欲が高い生
徒が多い。習熟の程度に応じ
た指導の充実が課題である。

学校インタ－ンシップの活用による補充学習
の実施。個に応じた教材の作成・開発。小学
校との連携を図った補充学習の実施。

自然事象への関心があり、意
欲的に授業に参加する生徒が
多い。観察・実験の基礎的な技
能の習熟が課題である。

安全面に配慮し、観察・実験器具を繰り返し
使用することによる技能の定着。科学的な思
考の過程を大切にした授業展開。

社会的事象への関心・意欲が
高く授業に積極的に臨む生徒
が多い。地理的分野の基礎的
・基本的事項の定着が課題で
ある。

ものづくりの体験が不足してい
る生徒が多い。主体的に学習
する意欲を引き出すことが課題
である。

基礎的な知識と技能の定着を図る実験・実
習の機会を多く設定。教室環境の工夫。

運動に対する興味・関心の高い
生徒が多い。集団としての集中
力を高めることが課題である。

授業の流れと集団的なル－ルについての十
分な説明。集団において一人一人のやるべ
きことの理解の徹底。

初めての英語の学習に対し興
味・関心を高め、基礎的・基本
的な事項の定着を図ることが
課題である。

少人数指導の実施。

小学校での学習経験を生か
すとともに課題研究や問題解
決の力を伸長することが課題
である。

プレゼンテ－ションソフトなどの教材・教具
を活用した発表の機会の設定。少人数活
動の実施。まとめ方や発表の仕方について
の丁寧な説明。

その他（道徳・特別活動等）
・資料の一層の活用を図った道徳授業の改善。
・道徳授業地区公開講座の改善。
・道徳の全体計画の作成。
・外国籍の生徒の個別指導の充実。
・特別支援学級との交流の機会の充実。
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教科等 教科等

国　語 美　術

社  会 技術・家庭

数　学 保健体育

理　科 外国語

音　楽
総合的
な学習
の時間

（第２学年）

学習活動に対して素直に取り組
む生徒が多い。主体性の一層の
伸長が課題である。

学習の目標や課題を明確に把握するための
導入の工夫。適切な資料や教材の提示によ
る個別の学習計画の作成。

その他（道徳・特別活動等）・学校行事の機会を活用した集団づくり。（体育祭、連合音楽会、合唱コンク－ル）
・多様な体験的な学習の機会の設定（職場体験）
・資料の一層の活用を図った道徳授業の改善。
・道徳授業地区公開講座の改善
・道徳の全体計画の作成。
・外国籍の生徒の個別指導の充実。
・特別支援学級との交流の機会の充実

楽譜に関する知識が不十分な生
徒が一部ある。音楽の深い味わ
いを経験させることが課題であ
る。

読譜の機会を多く設定。音楽の楽しさを感
じさせる教材と指導の工夫。

現状と課題 改善策 現状と課題 改善策

　教科等の現状と課題及び授業の改善点　　

「話すこと」「発表すること」に消極
的な生徒が多い。表現力の伸長
が課題である。

「聞くこと」「考えをまとめること」「発表するこ
と」の過程を大切にした小集団活動の実施。

発想の能力が不十分で安易に
キャラクタ－等を取り入れる傾向
がある生徒が一部ある。発想を
豊かにする指導が課題である。

幅広い作例の提示。カラ－プリントや視聴覚
機器の活用によるわかりやすい導入の工
夫。個別指導の充実。

社会的事象への関心・意欲が高
いが、授業に消極的な生徒が多
い。基礎的・基本的事項の定着
が課題である。

視覚的に訴える資料の活用。ワ－クシ－トや
小テストの適切かつ有効な活用。

技術・家庭に関する実践的・体験
的な活動の不足している生徒が
一部にある。生活に必要な基礎
的な知識や技術の定着が課題
である。

実技や実習、体験的な活動の場面の設定。

基礎的な計算の技能が十分身
に付いていない生徒が一部に
ある。新しい内容の定着を図る
丁寧な指導が課題である。

視覚に訴える教材の活用。毎時間ごとの計
算練習の時間の設定。学習インタ－ンシップ
の活用による補充学習の実施。小学校との
連携による補充学習の実施。

運動に対する苦手意識を持って
いる生徒が多い。基礎的な運動
技能の向上が課題である。

基礎的な体力づくりと基本的な動きづくり。種
目別リ－ダ－の育成。

観察・実験に意欲的かつ協力的
に取り組む。つまずきやすい電気
に関する単元の指導の充実が課
題である。

観察・実験の機会の設定。教室での授業に
おける作業的学習の一層の導入。科学的な
思考の過程を大切にした授業展開。

発言する生徒が少ない。授業に
対する意欲を一層引き出すこと
が課題である。

少人数指導の実施。習熟の状況に応じた会
話練習の設定と教材の作成。学生インタ－ン
シップ等を活用した補充学習の実施。
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　教科等の現状と課題及び授業の改善点　　 （第３学年）
現状と課題 改善策

「話すこと」「発表すること」に消極
的な生徒が多い。表現力の伸長
が課題である。

「考えをまとめること」の過程を大切にした発
表の機会の設定。

発想や構想の能力が高まってき
た生徒が多い。既習の技能を活
用する力の伸長が課題である。

様々な技法を提示するための作例や教材を
用いた説明。個に応じた指導の徹底。個性
を生かした表現を促す支援。

現状と課題 改善策

社会的事象への関心・意欲が高
いが、授業に消極的な生徒が多
い。発言を引き出す指導が課題
である。

視覚的に訴える資料の活用。ワ－クシ－トや
小テストの適切かつ有効な活用。高校進学
に向けた基礎学力の定着を図る教材研究。

知識の適切な活用について課題
のある生徒が一部にある。生活
の場面での知識の一層の活用が
課題である。

生活の改善のために必要な情報の提供。技
能を確実に身につけさせるための教材の開
発。

全体に落ち着いた授業が実施で
きているが、一部に考えることに
消極的な生徒がある。表現力の
伸長が課題である。

発問の工夫。発表の機会の設定。様々な角
度から考えることができるような問題の工
夫。
学生インタ－ンシップ等を活用した補充学習
の実施。小学校との連携を図った補充学習
の実施。

運動能力が高い生徒が多い。一
層積極的な活動の促進が課題で
ある。

個に応じた目標の設定。生徒主体の活動の
設定。

自然事象への関心・意欲は高く、
基本的な学習習慣はできている。
基礎的な知識の定着と理解の促
進、特につまずきやすい天文に
関する単元の指導の充実が課題
である。

自然事象への興味・関心を引き出す話材の
収集。科学的な思考の過程を大切にした授
業の展開。図表等の板書方法の工夫。

英語に関する興味・関心が高まっ
てきている。多様な教材の開発が
課題である。

少人数指導の実施。学生インタ－ンシップを
活用した補充学習の実施。スピ－チ原稿の
暗記などを取り入れた活動の充実。

その他（道徳・特別活動等）・最上級生として、学校全体をリ－ドする経験の提供。
・学校行事の機会を活用したリ－ダ－の育成。
・多様な体験的な学習の機会の設定。
・資料の一層の活用を図った道徳授業の改善。
・道徳授業地区公開講座の改善
・道徳の全体計画の作成。
・外国籍の生徒の個別指導の充実。
・特別支援学級との交流の機会の充実

三年間の学習のまとめとして学
習を位置づけることが課題であ
る。

音楽に対する深い感動を味わわせるための
経験の設定。リ－ダ－の育成。

課題への興味・関心が高まってき
ている。主体的な学習に向けた
支援と行動できる力の育成が課
題である。

発表の機会の設定。多様な情報を収集する
活動の設定。
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